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すべての人を照らすそのまことの光が世に来ようとし

ていた。 （ヨハネの福音書 1：9） 

救い主イエス・キリストのご降誕

をお喜び申し上げます。 

近年、当通信講座を受講される方

が増え、また教会に一度も行ったこ

とがないという方々も増し加えら

れていることをうれしく思っています。不安定な世界情

勢の中で、多くの方がまことの光なるキリストの救いと

平安を持つことができますように、心からお祈りします。 

昨年の会計報告とクリスマス献金のお願い 

2014 年度（1 月～12 月）の会計は次記のとおりで

す。支えられ守られたことを感謝してご報告します。 

 

収入科目 金額  支出科目 金額 

定期サポート 4 310,000  住居、光熱費 182,350 

協力学校献金 7,640  備品消耗品 17,724 

個人献金 85,000  送料 23,432 

テキスト代入金 19,280  教材製作費 238,924 

雑収入 5,003  雑費 13,000 

前年より繰越金 28,464  翌年繰越金 -20,043 

合計 455,387  合計 455,387 

 

ＳＬＭ聖書通信講座の働きはすべて献金によって支え

られています。このクリスマスの機に献金をささげて頂

けますならとても感謝です。時に受講生の方が切手を同

封してくださるなど温かいお心遣いにも感謝しています。 
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四半期統計報告書 

提出のお願い 

日本支部では３ヶ月に１度、活動状況や会計報告など

を本部に提出していますが、その中に協力学校における

利用レッスン数、添削レッスン数などがあります。今年

は今まで、報告の依頼をしそびれていましたので、１年

分まとめた回答を、１２月末までにご返送頂けたらと思

います。どうぞよろしくお願い致します。（関係教会に用

紙を同封させていただきます。従来、メールで回答して

くださっている教会には、12 月になってから、ファイル

もお送りします。） 

 新しいテキスト情報 
★「クリスチャン生活の実践」（8 巻、全２４課） 

「深くて、学ぶべきところが多く感謝でした。」という

感想が多く寄せられています。チャレンジしてみてはい

かがでしょうか？ 

★「C のキーワードで学ぶ聖書の概観」全 11 課 

これも昨年、完成しています。英語のアル

ファベット“C”で始まる単語を、聖書の時

代区分として用いており、聖書の概観を

わかりやすく学ぶことができます。 

 

新しい補助教材のご案内 
 

★「ママ、うちはどうしてハロウインをお祝いしない

の？」（A5 版２６頁）Linda Hacon Winwood 著 

 （Mommy, Why we don’t celebrate Halloween?） 

これは解答問題付きではない補助教材です。近年、日

本で「ハロウイン」が広まっていることに問題意識を持

っていたのですが、昨年、渡米の際にある教会の方から

（著者ご本人）この原本を頂き、いつか翻訳したい旨、

ご了解を得ていました。 

今年「ハロウイン」を間近に控えて、改めて著者のご

了解を頂き、急いで翻訳製本しました。 

 

SLM日本支部の補助教材と

して、欲しい方、また教会にお

譲りしたいと思います。日本支

部事務所内で印刷した部分も

あり、またプロに依頼して印刷

した部分もあります。 

製本は全てこちらでやって

いますので未熟な部分があり

ますが、ご容赦ください。コス

トが掛かっているため恐縮で

すが実費200円を頂戴したい

と思いますので、ご理解の上、希望される方はご注文く

ださい。（プラス送料）受講生の方は切手代用でお願いし

ます。この本は子ども絵本のようにストーリー形式で書

かれ、挿絵が大きくカラフルで、この祭りの由来など歴

史的観点から見ています。クリスチャンの両親が、子ど

もたちと一緒に、聖書的理解に立ち、ハロウインの危険

性を考える良い助けとなるに違いありません。 

 

 教会のお働きと受講生の皆様の上に、神さまの豊かな祝

福がありますように！ 


